
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員

で
す
。
給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児

童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を

兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
自

ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
区
域
に
お

い
て
、
住
民
の
生
活
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
、
行
政
を
は
じ

め
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の

「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障

害
者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認

な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
一
部
の
方
は
、
厚
生
労
働
大
臣

に
よ
り
「
主
任
児
童
委
員
」
に
指

名
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年

に
岡
山
県
に
設
置
さ
れ
た
「
済
世

顧
問
制
度
」
と
、
大
正
７
年
に
大

阪
府
で
始
ま
っ
た
「
方
面
委
員
制

度
」
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
済
世
顧
問
制
度
発

足
か
ら
百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
、
全
国
か
ら
一
万
人

の
委
員
が
一
堂
に
会
し
、
民
生
委

員
制
度
創
設
百
周
年
記
念
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
７
月
に

都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

流
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
大
野
ト
シ
子
会
長
）
の

方
々
に
は
、
理
事
や
評
議
員
と
し

て
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運

営
に
も
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

流
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

4月21日、流山市生涯学習センターで開催された流山市民生委員児童委員協議会の総会と研修会

民
生
委
員・児
童
委
員
が
応
じ
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
（
６

9
3
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）
の
人
気
番
組

「
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
。
７
月

の
「
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
「
民
生
委
員
制
度
の
現
状
と

課
題
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
は
、
同
志
社
大
学
の
上

野
谷
加
代
子
教
授
と
流
山
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
大
野
ト

シ
子
会
長
。

　

大
野
会
長
は
、
千
葉
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
長
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
副
会
長

な
ど
の
要
職
の
傍
ら
流
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
も

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

放
送
は
、
７
月
29
日
（
土
）
午

後
７
時
か
ら
、
再
放
送
は
翌
30
日

（
日
）
午
後
０
時
15
分
か
ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
放
送
で
25
分
間
の

番
組
で
す
。

　

流
山
の
お
話
も
い
ろ
い
ろ
登
場

す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
番
組
は
、
６
月
が

「
社
会
福
祉
の
法
律
と
制
度
」

（
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
金
子
和
夫

教
授
）
、
７
月
が
「
子
ど
も
家
庭

福
祉
の
現
在
の
課
題
」
（
関
西
大

学
山
縣
文
治
教
授
）
、
８
月
が

「
社
会
保
障
の
し
く
み
」
（
慶
応

義
塾
大
学
駒
村
康
平
教
授 

）
、
９

月
が
「
認
知
症
の
人
の
支
援
」

（
認
知
症
介
護
研
究
・
支
援
研
修

東
京
セ
ン
タ
ー 

永
田
久
美
子
研
究

部
長
）
と
い
う
放
送
予
定
で
す
。

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
、
「
心
配
ご
と

相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
、
ス
ト
レ
ス
や
心

配
事
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

お
仕
事
の
こ
と
、
ご
家
庭
の
こ

と
、
学
校
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と

…

。
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
の
不

安
や
悩
み
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
ご
と
を
お
聴
き
し
て
、
ご
相
談

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
専
門
の
相
談
機
関
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
秘
密
を
守
り

ま
す
。

　

「
心
配
ご
と
相
談
所
」
の
開
設

は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
で
、
会
場
は
流
山

市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
流
鉄
流
山
線

「
流
山
駅
」
徒
歩
約
５
分
ま
た
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
「
流
山
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
」
徒
歩
約
20

分
）
３
階
相
談
室
で
す
。

　

予
約
不
要
で
す
。
来
所
で
の
ご

相
談
、
お
電
話
（
７
１
５
９―

４

９
７
０
ヨ
ク
ナ
レ
）
で
の
ご
相
談
、

ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

流
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
で
は
、
乳
幼
児
と
保
護
者
の

交
流
の
場
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共

催
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
プ
レ

オ
ー
プ
ン
と
し
て
６
月
29
日

（
木
）
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
初

め
て
の
試
み
と
な
る
た
め
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
「
子
育
て
の
情

報
交
換
を
し
た
い
」
、
「
育
児
の

悩
み
や
不
安
を
話
し
た
い
」
そ
ん

な
方
々
の
交
流
の
場
で
す
。
参
加

費
無
料
。
定
員
40
組
。

　

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
７
１
５

０―

７
４
７
４

大
野
会
長
が
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク

７
／
29
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」

心
配
ご
と
相
談
の
ご
利
用
を

　

皆
さ
ん
は
、身
近
な
地
域
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
ご
存
知
で
す
か
。全
国
で
は
、23
万
人
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
て
、そ

の
力
を
発
揮
さ
れ
、地
域
福
祉
の
増
進
に
積
極
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。流
山
市
で
も
、百
五
十
七
人
の
委

員
の
方
々
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、民
生
委
員

制
度
創
設
１
０
０
周
年
、そ
し
て
児
童
委
員
制
度
創
立
70
周
年

と
い
う
記
念
の
年
で
す
。

民
生
委
員
制
度
が
１
０
０
周
年

　
　

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
児童委員制度
も創設70周年

子
育
て
サ
ロ
ン
に

ご
参
加
を
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流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ご
高
齢
者
の
た
め
の
流
山
市
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

流
山
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る

方
々
を
車
で
送
迎
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生

活
の
援
助
や
機
能
訓
練
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
他
の
ご

利
用
者
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

多
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
つ
の

楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、

よ
り
長
く
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
や

地
域
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の

が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
で
す
。

「
母
は
周
囲
の
方
々
と
馴
染
め

る
か
し
ら
」、「
父
は
う
ま
く
や
れ

る
か
な
」、
そ
ん
な
心
配
を
さ
れ

る
ご
家
族
の
た
め
に
、
流
山
市
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご

見
学
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
一

度
、
ご
家
族
で
い
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
流
山
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
７
１
５
９―

０
０
３
０

皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

手作業を通してご利用者の会話もはずむデイサービス

帳票などをチェックする監事の皆さん

28
年
度
決
算
を
監
査

機構改革し課制を導入

社
協
と
共
同
募
金
会
の
収
支
な
ど

社協の活動強化計画を具現化

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

平
成
29
年
４
月
に
機
構
改
革
を
行

い
、
こ
れ
に
伴
う
人
事
異
動
も
行

い
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
作
成
を
進
め
て
き

ま
し
た
「
流
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
活
動
強
化
計
画
」
に
沿
っ
て
、

リ
ス
ク
管
理
の
向
上
と
事
務
の
効

率
化
を
目
指
し
て
、
従
来
の
「
係

制
」
か
ら
、図
の
よ
う
な
「
課
制
」

を
導
入
し
、
業
務
執
行
体
制
の
明

確
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

総
務
部
門
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
事
業
型
社
協
と
し
て
通
所

介
護
や
在
宅
介
護
を
中
心
と
し
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
を
図
り
、

地
域
福
祉
の
課
題
に
的
確
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
一

方
で
、
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の

育
成
と
活
躍
の
場
の
拡
充
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
な
お
、
人
事
異
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
適
材
適
所
な
人
員
配
置

を
行
い
、
組
織
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

５
月
12
日
（
金
）、
流
山
市
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
で
、
流
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
平
成
28
年
度
決
算
監

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

監
査
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
鏑

木
佐
京
氏
、
塩
澤
秀
一
氏
、
宇
佐

美
征
弘
氏
の
三
人
の
監
事
の
皆
さ

ん
。当

日
は
、
事
業
報
告
等
が
法
令

や
定
款
に
従
っ
て
、
法
人
の
状
況

を
正
し
く
示
し
て
い
る
か
、
法
人

の
収
支
や
資
産
の
増
減
の
状
況
は

適
正
か
な
ど
慎
重
な
監
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
は
、
千
葉
県
共
同

募
金
会
流
山
市
支
会
の
平
成
28
年

度
決
算
監
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
監
査
の
結
果
は
、
理

事
会
や
評
議
員
会
の
認
定
を
経
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。

あ
か
ね
さ
ん
の
家
の
庭
に
は
、

青
紫
の
が
く
あ
じ
さ
い
の
花
が
、

そ
れ
は
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
道
を
歩
い
て
い
た
ひ

と
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
そ
の
あ

じ
さ
い
の
花
を
見
て
、
足
を
止
め

ま
し
た
。

「
ほ
う
、
き
れ
い
だ…

…

」

し
ば
ら
く
花
に
み
と
れ
て
い
た

お
じ
い
さ
ん
は
、「
あ
っ
」
と
小

さ
な
声
を
あ
げ
る
と
、
足
早
に

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
家
に
帰
る
と
、

す
ぐ
に
奥
さ
ん
の
き
よ
さ
ん
に
、

あ
じ
さ
い
の
話
を
し
ま
し
た
。

｢

今
日
、い
つ
も
歩
く
道
を
ち
ょ
っ

と
変
え
て
み
た
ん
だ
が
ね
。
そ
う

し
た
ら
、
そ
れ
は
き
れ
い
な
あ
じ

さ
い
の
花
を
見
つ
け
た
ん
だ
。
ど

う
だ
、
行
っ
て
み
な
い
か
。
あ
じ

さ
い
の
花
は
す
き
だ
ろ
」

き
よ
さ
ん
は
、
首
を
そ
っ
と
横

に
振
り
ま
し
た
。
足
が
悪
く
て
あ

ま
り
外
へ
出
た
が
ら
な
い
の
で
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
そ
れ
で
も
話

を
続
け
ま
す
。

「
ほ
ら
、
美
穂
が
好
き
な
花
。
星

の
よ
う
な
八
重
の
花
で
、
ふ
ち
が

白
く
て
さ
、
中
心
に
向
か
っ
て
、

色
が
濃
く
な
る
や
つ
。
子
ど
も
た

ち
が
小
さ
い
こ
ろ
住
ん
で
い
た
、

家
の
庭
に
咲
い
て
い
た
、
あ
の
か

わ
い
ら
し
い
花
と
、
同
じ
だ
と
思

う
ん
だ
け
ど
な
あ
」

す
る
と
、
き
よ
さ
ん
の
顔
が
、

た
ち
ま
ち
ほ
こ
ろ
び
ま
し
た
。

「
あ
あ
、
が
く
あ
じ
さ
い
の
、
こ

ん
ぺ
い
と
う
の
こ
と
ね
！　

そ
う
、

あ
の
あ
じ
さ
い
は
、
美
穂
が
か
わ

い
い
、
か
わ
い
い
っ
て
お
気
に
入

り
で
」

き
よ
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
言
い

ま
し
た
。

「
美
穂
が
お
友
達
か
ら
も
ら
っ
て

き
て
、
挿
し
木
を
し
て
、
見
事
に

咲
か
せ
た
の
よ
」

【
係
か
ら
】
こ
の
連
載
は
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
70
周
年
を
記
念
し

て
市
内
の
創
作
童
話
サ
ー
ク
ル
か

ざ
ぐ
る
ま
の
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

作／中村千鶴子
　　（かざぐるま同人）
絵／三輪円香

｢

ほ
う
、
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
」

お
じ
い
さ
ん
が
、
初
め
て
聞
く

話
で
す
。

き
よ
さ
ん
は
、
座
っ
て
い
た
座

椅
子
か
ら
、
す
い
っ
と
、
腰
を
浮

か
せ
ま
し
た
。

「
行
き
ま
し
ょ
う
か
。
こ
ん
ぺ
い

と
う
の
花
に
会
い
に
！
」

「
そ
う
か
、
行
く
か
」

お
じ
い
さ
ん
の
声
が
、
は
ず
み

ま
す
。

ふ
た
り
は
、
あ
か
ね
さ
ん
の
庭

の
あ
じ
さ
い
の
花
を
、
背
伸
び
す

る
よ
う
に
眺
め
ま
す
。

き
よ
さ
ん
は
、
目
を
輝
か
せ
ま

し
た
。

「
ほ
ん
と
に
、
こ
ん
ぺ
い
と
う
の

花
だ
わ
！
」

「
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
か
」

ふ
た
り
の
話
し
声
が
、
家
の
中

に
い
た
、
あ
か
ね
さ
ん
の
耳
に
届

き
ま
し
た
。

「
よ
か
っ
た
ら
、
お
持
ち
に
な
り

ま
す
か
？
」

あ
か
ね
さ
ん
は
、
こ
ん
ぺ
い
と

う
の
花
を
数
本
切
っ
て
、
恐
縮
す

る
、
き
よ
さ
ん
の
手
に
渡
し
ま
し

た
。

「
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
。
こ
れ
か
ら

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
花
も
咲
き
ま
す

か
ら
」

「
ま
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

き
よ
さ
ん
の
腕
の
中
で
、
こ
ん

ぺ
い
と
う
の
小
さ
な
花
弁
た
ち
が
、

寄
り
添
っ
て
揺
れ
ま
し
た
。

「
帰
っ
た
ら
、
美
穂
に
電
話
で
、

こ
の
こ
ん
ぺ
い
と
う
の
話
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
！
」

「
あ
あ
、
そ
れ
は
い
い
ね
」

あ
か
ね
さ
ん
に
、
お
礼
を
言
っ

て
帰
る
ふ
た
り
の
足
取
り
は
、
と

て
も
軽
や
か
で
し
た
。

赤い羽根70周年記念創作童話

こんぺいとう
の花

お気軽にご見学を
デイサービスで楽しいひとときを

流山市社会福祉協議会
組織図

会　員 事務局

福祉総務課

役　員

議決機関

事務局長
　事務局次長

福祉係

ボランティアセンター

在宅サービス係

流山こまぎ園

在宅サービス課

理事会　監事
会　長
副会長

評議員選任・解任委員会

評議員会

あすなろ学童クラブ
ひまわり第１学童クラブ
ひまわり第２学童クラブ

流山市ケアセンター
流山福祉会館

高齢者デイサービスセンター
身体障害者デイサービスセンター
南部地域包括支援センター
指定居宅介護支援事業所
介護認定訪問調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
指定訪問介護事業所

総務係
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流山市社会福祉協議会のツイッター https://twitter.com/nagareyamashaky も併せてご覧ください。



　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
介
護
認

定
調
査
員
（
嘱
託
職
員
）
を
募
集

中
で
す
。

　

▽
内
容
＝
要
介
護
認
定
の
申
請

を
さ
れ
た
方
の
ご
自
宅
・
施
設
な

ど
を
訪
問
し
て
、
身
体
等
の
状
況

を
調
査
し
、
調
査
票
を
作
成
し
ま

す
▽
勤
務
先
＝
流
山
市
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
２
階
▽
給
与
＝
基
本
給
十
五

万
二
百
円
▽
手
当
＝
職
務
手
当
一

万
円
、
資
格
手
当
七
千
円
▽
勤
務

日
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）▽
勤
務
時
間

＝
９
時
か
ら
17
時
▽
資
格
＝
介
護

支
援
専
門
員
、
都
道
府
県
が
実
施

す
る
認
定
調
査
員
新
規
研
修
修
了

者
▽
待
遇
＝
有
給
休
暇
、
通
勤
手

当
（
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
）

　

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
係
７
１
５
９―

４

７
３
５

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
直
行
直

帰
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
訪

問
介
護
員
）
を
募
集
中
で
す
。

　

▽
内
容
＝
生
活
援
助(

調
理
や

掃
除
等)

・
身
体
介
護(

食
事
や

入
浴
の
お
手
伝
い
等)

な
ど
▽
時

給
＝
生
活
援
助
千
円
、
身
体
介
護

千
二
百
四
十
円
（
介
護
福
祉
士
有

資
格
者
は
、生
活
援
助
千
百
十
円
、

身
体
介
護
千
三
百
六
十
円
）▽
手

当
＝
１
件
に
つ
き
事
務
通
信
・
移

動
手
当
四
百
三
十
円
、
通
勤
手
当

百
円
▽
勤
務
時
間
＝
実
動
１
時
間

よ
り
応
相
談
▽
資
格
＝
介
護
職
員

初
任
者
研
修
（
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
２
級
）
課
程
以
上
▽
待
遇
＝

有
給
休
暇
、
制
服
支
給
、
土
日
祝

日
勤
務
割
増
▽
そ
の
他
＝
研
修
を

修
了
し
た
ば
か
り
の
方
や
、
数
年

前
に
資
格
を
取
っ
た
が
実
務
は
未

経
験
と
い
う
方
で
も
研
修
制
度
な

ど
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
安
心

し
て
働
け
ま
す
。
子
育
て
中
の
方

も
活
躍
中
で
す

　

問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
係
７
１
５
９―

４

７
３
５

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
支

援
企
画
と
し
て
第
７
回
流
山
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
６
月
か
ら
９
月
ま
で
市
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
の
「
猪
俣
猛
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
で
す
。
会
場
に
は
募
金

箱
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
６
月
24
日
（
土
）
14

時
〜
▽
会
場
＝
流
山
市
文
化
会
館

▽
入
場
＝
前
売
二
千
円
、
当
日
二

千
五
百
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円

▽
主
催
＝
流
山
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
実
行
委
員
会
（
共
催
・
流
山
市

教
育
委
員
会
）

　

問
流
山
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

７
１
５
０―

７
４
７
４

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
送
迎
運
転
手（
臨
時
職
員
）

を
募
集
中
で
す
。

　

▽
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
ご
自
宅
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
間
の
送
迎
業
務
等
▽
勤
務

先
＝
流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階
・

２
階
▽
時
給
＝
八
百
四
十
三
円
▽

勤
務
日
＝
月
曜
日
か
ら
土
曜
日（
年

末
年
始
を
除
く
）
シ
フ
ト
に
よ
る

週
四
日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝
①
８

時
か
ら
９
時
30
分
・
15
時
30
分
か

ら
17
時
30
分
②
8
時
25
分
か
ら
９

時
55
分
・
15
時
か
ら
17
時
▽
資
格

＝
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ

限
定
可
）
勤
務
時
間
等
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

　

問
流
山
市
社

会
福
祉
協
議
会 

　

在
宅
サ
ー
ビ

ス
係
７
１
５
９

―

４
７
３
５

皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
の
後
援
イ
ベ
ン
ト

法人会員・賛助会員の募集
ご協力ありがとうございます

駅前イベントで被災地を応援

流山市社会福祉協議会の活動を支えています会費には、
各自治会の協力員の皆様を通じてお寄せいただく普通会
費の他、法人・賛助会員の皆様からの会費があります。
この法人会員や賛助会員は、本会の活動にご賛同をいた
だいた法人（企業や商店等）や個人の皆様からお寄せい
ただくものです。より多くの皆様のご賛同をお待ちして
います。
問流山市社会福祉協議会総務係 04－7159－4735

　5月14日（日）、江戸川台西口駅前広場で「江戸川台
西口ふれあいフェスティバル」（同実行委員会主催、流
山市観光協会等後援）が行われました。会場では、流山
市ふるさと産品協会などのブースが並び、市内外で活躍
されるダンサーやミュージシャンが踊りや歌を披露。実
行委員会の皆さんは熊本地震被災地復興支援のための募
金箱を手に協力
を呼び掛けまし
た。お寄せいた
だいた募金17,451
円は、千葉県共
同募金会流山市
支会を通じ被災
地に送られまし
た。

介
護
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎

運
転
手（
臨
時
職
員
）

直
行
直
帰
型
の
登
録

ヘ
ル
パ
ー（
臨
時
職
員
）

第
７
回
流
山
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
７
回
秋
の
オ
カ
リ
ナ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

見
て
触
っ
て
調
べ
よ
う

身
近
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
展

　

10
月
１
日
の
赤
い
羽
根
共
同
募

金
70
周
年
を
前
に
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
フ
ラ
イ
ン
グ
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
て
、
第
７
回

秋
の
オ
カ
リ
ナ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
が
、
会
場
に
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月
17
日
（
日
）
13

時
〜
▽
会
場
＝
流
山
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
▽
出
演
＝
オ
カ
リ
ナ
の

独
奏
や
少
人
数
グ
ル
ー
プ
の
発
表

会
で
す
（
山
田
恭
弘
氏
指
導
）▽

主
催
＝
小
さ
な
小
さ
な
音
楽
会

　

問
荒
木
０
８
０―

５
４
２
０―

２
８
７
４

デイサービスの送迎車を安全に運転して、地域に貢献しませんか

駅前広場で歌う三姿舞の皆さん

皆様のあたたかい善意に
心から感謝いたします

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
等
に
ご
協
力
を

社
協
で
一緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

  
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
を
募
集
中

寄付物品
木島　敬子
西初石6丁目自治会
JAとうかつ中央流山女性部
明治神宮崇敬会流山支部

雑巾  
雑巾、ふきん、タオル  
タオル  
洗剤セット  

50
31
22
20

枚

枚

袋

個

敬称略・受付順（29/2/16～29/5/15）

寄付金 敬称略・受付順(29/2/16～29/５/15）
株式会社ベルク　流山おおたかの森店
株式会社ベルク　流山東深井店
老人クラブ第２新栄会
JAとうかつ中央流山女性部
永元　としえ
北　孝子
匿名
匿名
匿名

14,943
12,550
16,161
44,880
3,000
5,000
34,234
4,502
10,000

円

円

円

円

円

円

円

円

円

関　京子
和田　まつゑ
岡田　文子

2,000円
3,000円
3,000円

石原　重雄
鈴木　孝夫
井上　幸子
樫村　あい子

10,000円
10,000円
5,000円
2,000円

賛助会員（1口1,000円）

株式会社常陽銀行 
流山おおたかの森支店 10,000

円
有限会社山﨑清八商店
有限会社流山防災

10,000円
10,000円

敬称略・受付順(29/2/16～29/5/15)法人会員（1口10,000円）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
っ
て

何
？
地
元
を
走
る
鉄
道
の
取
り
組

み
や
市
内
施
設
の
工
夫
な
ど
を
パ

ネ
ル
と
実
物
で
解
り
や
す
く
紹

介
。
牛
乳
パ
ッ
ク
の
切
り
込
み
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
形
状
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
に
も
、
工
夫
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
。

　

夏
休
み
に
ご
家
族
で
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
展
示
会
で
す
。

　

▽
期
間
＝
７
月
１
日（
土
）〜
31

（
月
）（
３
日
10
日
18
日
休
館
）９
時

〜
17
時（
31
日
は
15
時
ま
で
）▽
会

場
＝
森
の
図
書
館
▽
入
場
＝
無
料

▽
主
催
＝
森
の
図
書
館
指
定
管
理

者
株
式
会
社
す
ば
る

　

問
森
の
図
書
館
７
１
５
２―

３
２

０
０

※3月15日発行の172号4面、戸別募金のご紹介で、「ルネッサンス
初台」とあるのは、「ルネサンス初石」の誤りでした。訂正してお詫びし
ます。

ながれやま福祉だより 第 号173平成29年6月15日（3）

～次回の「ながれやま福祉だより」は平成29年9月15日に発行します～



流山市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
TEL 04-7159-4939
FAX 04-7159-4736

E-mail volcen@nagareyamashakyo.com

ボランタリーポット報告（敬称略） H29.2.16～H29.5.15集計分（単位：枚）

※は、ボランタリーポット設置場所です。（カード類の受け付けは終了しました）
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2,289

229

4,593

41

118

595

158

802

322

7,559

5,844

30

1,592

2,521

306

338

510

1

5

26

1

200

85

281

224

278

141

2

14

4

46

343

54

1,471

1,234

2,754

408

943

8,697

1,454

5,847

1,981

3,360

136

1,240

11,441

368

11,982

84,934

123

26

334

93

75

394

161

161

6

64

3

85

148

3,425

6

22

2

45

205

346

野ばら会

あひるの会

流山市手話
サークル連絡協議会
※野々下福祉会館

※平和台福祉会館

※名都借福祉会館

※向小金福祉会館

※南流山センター

※初石公民館

※北部公民館

※東部公民館

※森の図書館

※キッコーマン
アリーナ

クリーンセンター

流山市役所

流山こまぎ園

※ボランティア
センター
合計

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

社
会
貢
献
を
し
な
が
ら
介
護
予
防
を

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
で
い
き
い
き
元
気
！

ひ
と
手
間
加
え
て
有
効
活
用
を

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

あ
な
た
の「
声
」で
地
域
に
貢
献

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
事
業
説
明
会

と
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、

介
護
保
険
施
設
等
で
の
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
健
康
を
維

持
・
増
進
し
な
が
ら
、
活
動
の
中
で

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
実
績
に
応
じ
た

「
交
付
金
」
や「
な
が
ぽ
ん
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ

ポ
イ
ン
ト
」と
し
て
受
け
取
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
参
加
に
よ
る
地
域
貢

献
活
動
で
す
。

　

4
月
末
現
在
五
百
六
十
五
名
の

65
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
そ
の
約
半
数
の
方
々
が
市
内
の

68
か
所
の
介
護
保
険
施
設
等
で
元

気
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を

し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、「
介
護
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
受
講

が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
も
介
護
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
、
い
き
い
き
と
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
事
業
説
明
会
で
は
介
護

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
詳
し
い
内

容
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
が
、
参

加
は
任
意
で
す
。

　
【
事
業
説
明
会
】（
申
し
込
み
不

要
）８
月
17
日（
木
）南
流
山
セ
ン

タ
ー
10
時
〜
11
時
30
分
、10
月
20
日

（
金
）初
石
公
民
館
13
時
〜
14
時
30

分
、12
月
12
日（
火
）北
部
公
民
館

13
時
〜
14
時
30
分（
無
料
）

　
【
養
成
講
座
】（
事
前
申
し
込
み

制
）７
月
19
日（
水
）
東
部
公
民
館
、

９
月
７
日（
木
）
南
流
山
セ
ン
タ
ー
、

11
月
17
日（
金
）
初
石
公
民
館
、
１

月
16
日（
火
） 

北
部
公
民
館

養
成
講
座
の
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時

45
分
〜
16
時（
無
料
）

　

▽
対
象
＝
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市

民
▽
活
動
先
＝
市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

児
童
虐
待
防
止
の

標
語
を
募
集

成
年
後
見
制
度
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

養成講座は、講義だけでなく実習も楽しめます

集められた古切手を切り取るボランティアの皆さん

目のご不自由な方々に声でお届けします

タ
ー
な
ど
の
介
護
保
険
施
設
▽
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
の
内
容
＝
施
設
利

用
者
の
見
守
り
、
話
し
相
手
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
指
導
や
補
助
、
配

膳
、
洗
濯
物
た
た
み
、
催
事
の
手

伝
い
な
ど

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

使
用
済
み
切
手
や
ベ
ル
マ
ー
ク
を
整

理
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
継
続

し
て
募
集
中
で
す
。

　

作
業
は
仕
分
け
や
切
り
取
り
な

ど
座
っ
た
ま
ま
で
出
来
る
簡
単
な
内

容
で
す
の
で
、
気
軽
に
始
め
ら
れ
ま

す
。

　

整
理
さ
れ
た
使
用
済
み
切
手
は
、

業
者
買
取
り
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
資
金
に
形
を
変
え
有
効
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ベ
ル
マ
ー
ク
は
市
内
の
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
参
加
校
に
届
け
ら
れ
、

教
材
な
ど
の
購
入
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 　
活
動
日
時
は
毎
週
水
曜
日
13
時

30
分
〜
３
時（
時
間
内
の
ご
都
合
の

良
い
時
で
大
丈
夫
で
す
）、会
場
は
、

流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
４
階
研
修
室

で
す
。直
接
研
修
室
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
は

特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

流
山
音
訳
グ
ル
ー
プ
で
は
、
音
訳

ま
た
は
朗
読
経
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、「
広
報
な
が
れ

や
ま
」
や「
ち
ば
県
民
だ
よ
り
」、「
選

挙
公
報
」な
ど
の
広
報
紙
や
、図
書
、

印
刷
物
等
を
音
訳
し
て
C
D
に
録

音
し
、
視
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
お
届
け
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

月
に
４
〜
５
日
ほ
ど
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も「
声
」
を
使
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
活
動
内
容
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
流
山
音
訳
グ
ル
ー
プ
代
表
小
川
７

１
５
０―

３
８
１
６

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
の「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
を
前
に

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

▽
募
集
内
容
＝
児
童
虐
待
問
題

に
関
し
、意
識
啓
発
を
図
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
、覚
え
や
す
い
標
語
▽
応

募
資
格
＝
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す（
た
だ
し
１
人
１
作
品
）▽
締
切

＝
６
月
23
日（
金
）▽
郵
便
は
が
き
に

作
品
と
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、職
業
、電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
〒
３
１
０―

０
０
０
４
水
戸
市
青

柳
町
３
８
９
６
東
水
戸
デ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
標
語
募
集
担
当
宛

　

問
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児

童
家
庭
局
総
務
課
虐
待
防
止
対
策

室
0
3―

５
２
５
３―

１
１
１
１（
内

線
７
９
４
６
）

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
等
で

は
、成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
内
容
＝
講
演「
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
決
定
を

受
け
て
」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
山

野
目
章
夫
教
授
）、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
の
仕
組
み
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
ど
う
進
め
る
か
」▽
日
時
＝

７
月
５
日（
水
）13
時
〜
16
時
30
分

▽
会
場
＝
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
込
＝
６

月
27
日（
火
）ま
で
に
本
会
に
設
置

の
申
込
用
紙
で
〒
２
６
０―

８
５
０

８
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
４―

３

千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

株式会社ヨークマ
ート江戸川台店
JAとうかつ中央
流山女性部
コンパッソ税理士法
人千葉流山事務所
流山商工会議所
女性会
岡　敏幸

鬼澤　桂子

川田　悦子

鈴木　かおる

武田　茂充

匿名

匿名

流山郵便局

鰭ヶ崎郵便局

笑和会

東三おもと会

西初石６丁目
自治会
ポプリ会

西初石５丁目
きさらぎ会
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